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緒 言

第2 次大戦直後の宮城県における腸管内寄生 虫の侵淫

状況については，黒川ら （1949）は鉤 虫感染は比較的少

ないが，回 虫感染は都会，農村 ともに異常に多い と報告

し，次いで山形ら（1952 ）は古く より宮城県に知 られて

いる肝吸虫について調査し，侵淫地では決し て減少して

いない と述べている．し かる に高仲 （1963）に よれば，

宮城県における回 虫感染 は戦後 の激増期 を過 ぎて から漸

次減少している のに反し て， 鉤虫は逆 に増加 の傾向を示

し ている．

われ われは昭和30 年（1955）以来宮城県 の学童 生徒お

よび一般住民に対して，継続的に集団検 査を行 ない， さ

らに集団駆虫を 実施しているが， ここで は昭 和30 年以

来の宮城県に おける寄生 虫分布状況， とくに昭和35 年

から37 年までの状況， 集団駆 虫に よる回 虫， 鉤 虫の感

染率に及ぼす影響について検討した ので，そ の成 績を報

告したい と思 う．

実 験 方 法

1． 検査対象

われわれ の検査し た対象は， 昭和30 年 から37 年 まで

の期間に集団検査を行 なっ た宮 城県 の一般住民お よび小

・中 ・高 校生徒 であ る．

2． 検査方法

われわれ の行 なっ てい る糞便 検査につい ては，昭和35

年 まではすべて高仲（1963 ） の考案し た食塩 ・水 飴溶液

浮游法1 回値に よっ ている．高仲法 は飽和食塩 水に水飴

を加え， 比重を1 ．270～1．280とし た溶液で 検 査する浮

游法で，1 枚 の標本を用いて， 鉤虫卵だけで なく， 比較

的比重の高い回虫，そ の他 の虫卵 の検出 も十 分にできる

明

ように考案し た ものである． しかしな がら昭 和36 年 か

ら は検査対象 の一部 につい てはセロフ ァン厚層塗抹法1

回値 を採用し （加 藤，　1958），また 蟯 虫検査に は セロテ

ープ法1 回値に よっ て行なっ た．

なお，年2 回以上 の検査を行なっ てい る検査対 象にお

い ては，そ の年度 の第1 回目の成績 をもってそ の年度 の

感染率 と見 做して集 計を行なっ た．

3． 駆 虫方 法

集団駆 虫の実施 につ いては，主 として次 に述 べるよう

な方法 によっ て行 なっ た．

a．　回 虫集団駆 虫法

コイ ズミン（1 錠中 サントニ ン0 ．015　9． カイ ニン酸0

．0015　g　含有）を成人 では1 日5 錠を就寝前1［可に服用

させ たが，時 には2 日間連用させ たものもある．

b． 鉤 虫集団駆 虫法

1］ テトレン・オーミ ン併用法

朝食 ぬきで午 前9 時 から11 時 の間に，1時 間毎に，成

人で は15 ～10 錠 のテトレンを2 回に分服 させ，1時間後

に 硫苦 を与 えて安静後に帰宅させ， さらに当日就寝前午

後9 時 と翌朝午 前5 時 にオーミ ン5 ．0　gを2 回に分服 さ

せ た．

2） オーミン単独服用法

就寝前午 後9 時 と翌 朝午前5 時に成人で は5 ．0g を2

回 に分服させ， これを2 日間連用 させ た．

c．　鞭 虫集団駆虫法

パ ンキラー （1 錠中沃 化ジサイア ザニ ン50　mg　含有）

を成人 では1 日9 錠 を食後1 時間後に3 回 に分服させ，5

日間連用させた．

d． 蟯虫集団駆 虫法

ピペニン錠， ピペニンシロ ップ， ポキール錠，ポキ ー

ル液 を使用したが， 幼児，学童生 徒，老人 ではそれぞれ
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の年齢また は学年 に応じて成人服用量を減じ て投与し て

い る．

なお回虫集団駆虫は，一般住民に対し ては大部 分年1

回 ，学童に対しては一部分は年2 ～3 回 の投与 を行 なっ

ているものもある．また鉤 虫集団駆 虫は各町村， 学校単

位 に年1 回実施し ている．しかし鞭 虫集団駆 虫は昭和36

年 より一般住民に対して だけは年 工回行 なっ てい るが，

鞭 虫 と蟯 虫の集団駆 虫は まだ一部 の市町村， 学校に実施

し ているに すぎない．

A 。1

．

実 験 成 績

宮城県における年次別感染率の推移

一般住民の年次別平均感染率

一般住民に おけ る 各種 腸管 内 寄 生虫の 年次別平 均感

染 率 をみると（第1 表）， 総合寄生率では，昭和30 年は85

．8％の高 率であっ たが，36 年には32 ．6％に低下して

い る．　し かし年次別で最も高い感染率を示す年度は，東

年 次　 検 査 人 員

30

31

32

33

501

7 ，03820

，27872

，905

34　　　137 ，62535　

206 、253

36　　233 ，935

合　計

430

（85 ．8）1

，662
（32 ．6）9

，949
（49 ．1）33

，136
（45 ．4）53

，283
（38 ．4）74

，747
（36 ．2）76

，250
（32 ．6）

年次 別　検査人員　　合　 計

30

3 工3233343536

32，076184

，476197

，535255

，212317

，694

361，069377

，509

12
，670

（39．5）69
，900

（37．8）91
，062

（46．1）91
，659

（35 ．5）88
，787

（27．9）98
，657

（27 ．3）90
，975

（24．4）

様毛 様線虫と 鞭虫が昭和31 年に最高率 を 示し たのを除

き，他の虫種は すべて昭和32 年である． すなわち昭 和32

年 と36 年 を比較してみる と，回虫感 染率は33 ．5％か

ら21 ．8％に，鉤虫は17 ．1　％ より6 ．4％に，鞭 虫は20 ．6

％よ り12 ．8　％に， 蟯虫は1 ．4％ から0 ．1　％ に低 下し，

すべての虫種について漸 次減 少する傾向を認めた．

なお，昭和35 年 から 一部 の検査対 象に つ いてセロフ

アン厚層塗抹法を採用し たので，肝吸 虫卵および横川吸

虫卵 も検出される ように なっ た．

2． 学童生徒 の年 次別平均感染 率

学童生徒における各種腸管内寄生 虫の年 次別平 均感染

率をみる と（第2 表）各 虫種 ともにお おむね昭和32 年 に

最高率を示し，そ の後漸 次低 下し ，総合寄生率は昭和30

年 の39 ．5％から36 年 の24 ．4　％に 低下し てい る． すな

わち回 虫は昭 和32 年 の36 ．5％から36 年には17 ．4％に

低下し て，約1／2に減少し ，鉤虫は4 ．2％から0 ．7％に低

下し て， 約1／6に激減し ている．　また鞭虫は16 ．5　％ から

第1 表　宮城県下一般住民 の年次別平均 箟染率 の推移

感　染　者　 数　　　　 （感染 率）

回　虫
－

262
（52 ．5）1

，183
（16 ．8）6

，893
（33．5）18

，319
（25．1）38

，026
（27．6）49

，164
（23．8）50

，876
（21．8）

鉤　 虫　　 鞭　 虫303

113

（60 ．5）　　（22 ．6）196

525

（2 ．8）　　　（7 ．5）3

，461　　　3 ，855

（17 ．1）　 （20 ．6）8

，168　　　15，040
（11 ．2）　 （19 ．6）14

，183　　12 ，097
（10 ．3）　 （8 ．8）18

，126　　　23，379
（8 ．8） （11 ．3）14

，915　　29 ，934
（6 ．4）　 （12 ．8）

東毛 虫　　 鐃　 虫8

7

（1－6）72

（0 ．5）44

（0 ．2）139

（0 ．2）152

（0 ．1）254

（0 ．1）278

（0 ．1）

（1

32

（0

44

（0

139

4 ）5

）2

）

（0 ．2）152

（0

254

矮 条

小虫

2

2

6

1）1

（0 ．1）278

（0 ．1）

第2 表　宮城県下学童 の年次別平均 感染 率推 移

感　染　者　 数

回　 虫　　 鉤　虫10

，310　　　987
（31．4）　 （5 ．0）57

，186　　5 ，269
（30 ．9）　 （2 ．9）72

，015　　8 ，300
（36 ．5）　 （4 ．2）71

，503　　5 ，472
（28 ．0）　 （2 ．1）72

，605　　　3，718
（22 ．9）　　（1 ．2）74

，496　　　3，840
（20．6）　　（1 ．1）65

，671　　　2，805
（17 ．4）　 （0 ．7）

鞭　虫
－
3，212

（10．0）26
，730

（14．5）32
，560

（16．5）32
，228

（12．2）24
，923

（7．8）36
，757

（10．2）32
．894

（8．7）

（6 ）

東 毛 虫75

（0 ．2）615

（0 ．3）774

（0 ．4）307

（0 ．2）540

（0 ．2）581

（0 ．2）487

（0 ．1）

2

4

（感染 率）

蟯　 虫288

（0 ．9）839

（0 ．5）1

，053
（0 ．5）877

（0 ．4）577

（0 ．2）725

（0 ．2）671

（0 ．2）

矮 条
小虫
一 一2815

5

8

4

4

n

縮粂
小虫

3

4

7

7

肝虫
吸

2

横吸
川虫

11　　47　　19

9　　1791　317

縮条小
虫

2

9

6

8

8

5

8

肝 虫

吸

6

75

横 吸
川虫

3

55

276　　　91



8．7　％に，東洋毛様線虫は32 年の0．4％から0．1　％に低

下し，さらに蟯虫も0．9％から0．2％に低下している．3

． 一般住民と学童生徒における回虫の年次別感染率

の比較

回虫感染率の年次別の低下状況を一般住民と学童生徒

について比べると（第1 ，2表参照），昭和30 年における

一般住民の感染率は50 ％以上の高率を示したのに対し

て，学童生徒は約1／2の低率で，32年からその差がやや僅

小になるとともに，32年と33 年は一般住民より高率と

なったが，34年からは一般住民より再び低率となってい

る．　しかし昭和34 年以降では一般住民の回虫感染率も

学童生徒の感染率の低下と平行して減少し，学童生徒の

感染率の低下の程度とほとんど同様な傾向を示してい

る．

4． 一般住民と学童生徒における鉤虫の年次別感染率

の比較

鉤虫の感染率については，学童生徒に比べて一般住民

は常に高率を示し（第1 ，2表参照），とくに昭和30 年に

は学童生徒の感染率に比べて異常な高率を認めたが，一

般住民の鉤虫感染率はっねに学童生徒のそれより高率を

示している．しかし年度別にみた両者の感染率の差は次

第に縮月ヽする状態となり，学童生徒に対しては35 年以

降，全く集団駆虫を行なっていないにもかかわらず，1

％以下の感染率を保っている．

B．集団駆虫の感染率に及ぼす影響

1． 一般住民における集団駆虫と感染率

一般住民のうち，昭和35 年より昭和37 年までの集団
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駆 虫成績を調 査し得 た市 町村 別の年次別平均感染率 は，

それぞれ の年 次を逐っ て漸次低下している（第3 表）．

a．　回虫

回 虫の年 次別平 均感染率は， 泉町に おけ る昭和35 年

の46 ．9％が37 年には11 ．8％に著明に 低下し て い るの

をはじめ，程度の差はある が， 大部分 の市町村 における

回虫感染率は，年次ご とに低下 を続けてい るのに反し，

松島町，東和町で はそ れぞ れ23 ．7％から26 ．6％，　21．0

％から26 ．6％に上昇してい る．　さらに回虫の 各市町村

における感染率 を年 次別に平 均してみる と（第3 表 参照）35

年の 感染率 は46 ．9％から6 ．0％，　36 年では25 ．0％

から3 ．6％，　37 年 では26 ．6％から2 ．5％の間にあ り，

そ の平均感染率 は 各年度におい て も そ れぞ れ22 ．8％，17

．0％ ，　13．8％と低下している．

b． 鉤虫

鉤虫の年 次別感染率はすべ ての市町村 におい て低下し

てい るが，回虫の感染率低下 の程度 よりも著明に減少 す

る市町村 が多く（第3 表参照），亘理町 では35 年 の25 ．6

％から37 年の8 ．0％に，宮城 村では11 ．0％から1 ．7％

に，色麻村では4 ．5％から0 ．5％に，志 波姫村では21 ．4

％から2 ．6％に低下し，著明 な減少を認めてい る． その

他の大部分の市町村 でも1厶以 下に減少し，37年 におい て

は，仙台，宮城，東 和，歌津の各市町村は2 ％以下 であ

り，5 ％以上 は亘理町， 中新田町のみである．　また年次

別の平均感染 率をみる と（第3 表参照），　35年 では25 ．6

％から0 ．9％，　36 年 では13 ．7％から0 ％，　37 年 では8

．0％から0 ．5％の間にあり， その平均感染率 は各年度

第3 表　市町村別 感染 率（昭和35 ～37 年）

36 乍

虫

37年

虫

35 年

東

37 年市町村名

仙台市某 社
名 取 市
亘 理 町
宮 城 村
泉　　 町
松　 島　町
松　 山　町
三 本 木 町

中 新 田 町
色　麻　村
瀬　 峰　町
高 清 水 町
一　 迫　町
志 波 姫 村
東　和　町
南　 方　村
歌　 津　町

回

35 年

－

6 ．121

．020

．825

．246

．923

．728

．019

．031

．012

．227

．117

．917

．028

．721

．023

．378

．9

36 年

－
3 ．615

．624

．718

．325

．021

．318

．510

．422

．616

．422

．511

．210

．120

．720

．815

．411

．8

虫　　　　　　　 鉤37

年　35 年

2 ．5　　0 ．99

．1　　13．212

．5　　25．615

．0　　11．0
1 1 ．8　　6 ．9

26 ．614

．210

．315

．18

．814

．511

．110

．514

．626

．229

．28

．6

9 ．112

．117

．3

10 ．54

．516

．116

．1

0

9 ．413

．74

．89

．94

．35

．07

．06

．22

．38

．5

8 ．1

6．8　　4．721
．4　　13．85
．8　　2．68
．5　　7．25
．7　　2．0

0 ．54

．28

．01

．72

．73

．73

．44

．16

．20

．54

．33

．02

．02

．6

1．22
．91
．6

37 年

－

0 ．51

．65

．26

．71

．823

．9

7
4

1
1
2
1
2
5

7
11
10

3

5

3

1

6

1

4

4

1

6

2

0

0 ．10

．10

．70

．10

．90

．11

．9000

．80

．70

．20

．30

．60

．30

．4

毛　虫36

年

－
00
ユ

0．1
0 ．30

．10

．50

．10

．1

－

0

0 ，80

．500

．10

．40

．30

．2

0

0

0

0

－

0 ．10

．10

．80

－

0 ．10

．20

一

0 ．10

．10

．3

鞭

35 年　36 年2

．9　　2 ．33

．5　　3 ．34

．7　　12 ．19

．4　　8 ．92

．6　　14 ．017

．1　　14 ．816

．8　　10 ．48

．2　　2 ．25

．1　　2 ．91

．5　　1 ．97

．5　　6 ．33

．0　　1 ．64

．0　　3 ．115

．5　　10 ．93

．5　　4 ．511

．0　　　5 ．514

．3　　　8 ．17

．7　　6 ．6
5 5 0 44 0 21 0 16

平　　 均　22 ．8　17 ．0　13 ．8　11 ．3　6 ．4　3 ．1

実数 を用い ず便宜的 に百 分率 を用い て平均 感染 率を求 めた

（7 ）
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におい てそそぞ れ11 ．3％，　6．8％，　3．1％であって，各

年度 におい て約1／2ずつ著明に減少している．

C．　鞭虫

鞭 虫の年次別感染率 をみ ると（表3 表参照），松島町で

は35 年 の17 ．1％ から37 年 の23 ．9％に上昇し てい るの

を除いて，他はすべぐて低下してい るが，低 下の程度 は30

年当時から集団駆虫を継続してい る回 虫，釣 虫のそれに

比べて僅小である．さらに鞭 虫の集団駆 虫を行 なっ た9

町村の感染率をみ ると（第4 表），泉町 は14 ．0　％から1 ．7

第4 表　一般佳民鞭虫駆虫前 後の感染 率

（36 年 度に集団駆 虫実施）

町村 名

泉
宮 城
稲 井
松 山
瀬 峰

36 年 度

被検者 感染者　％

町
村
町
町
町

高清水町
志波姫村
本 吉 町
歌 津 町

計

5969　　837　14．06655
589　　8．91732
199　11 ．52890
301　10 ．4

3293
2124
3976
4479
2188

209　　6．334
1．6

433
284
178

33 ，306　3，064

10 ．96

．38

．1

－

9 ．2

37 年 度

被検者 感染者

2547
6617
2167
3102
3137
2171
3565
6679
1983

％

47　　1

442　　6

299　13
225

80

24

192

373

203

31 ．968　1．885

7

7

8

7 ．32

．61

．15

．45

．610

．2

5 9

％に著明に低下し，志波姫村，瀬峯町 も感染率は低下し

て，駆虫効果を認めるが，本吉，高 清水，松 山，宮 城の

各町村では駆虫前の感染率に 比べて ほとんど同一 か，や

や 低い 感染率を示すに止ま り， さら に稲井町，歌 津町で

は駆 虫後にかえっ て増加してい る．しかし駆 虫前 と駆 虫

後 の平 均感 染率を比較すると，　9 ．2％から5 ．9　％に低下

し てい る．

d， 東 洋毛様線虫

鉤虫と同 様に集 団駆 虫を行なってい るが，37年には全

く認 められない市 町村 が多 く，著るしい 減少を認 めた．

学 校 名

年駆1

回虫

年駆2

回 虫

年駆3

回虫

2． 学童生徒における集団駆虫と感染率

a．　回虫

回虫の集団駆虫は学校によって年2 回～3 回の駆虫を

行なっているが，5 ～6 年間継続している学校別に感染

串をみると（第5 表），年1 回駆虫群の感染率は，大川中

学校を除き， 昭和33 年では70 ．4％より35．9％であっ

たが，37年には42．8　％より37．9％の間の感染率を示

し，著明に低下している．しかし年1 回駆虫群では低率

にはなっても各学校ともに低下と上昇をくり返しながら

減少している．次に年2 回駆虫群では，32年の感染率は47

．1％～15．3％で37 年の感染率は24 ．6％～7．5％で

あるから，著明に低下しているが，いずれも逐年低下を

続けるものが多い．しかるに年3 回駆虫群では，32年の

感染率は57 ．8　％～25．2％で，37 年の感染率は19 ．2％

～7．2％であるから，さらに著るしく低下するが，　10％

以下の低率になってから再び高低を示している学校も認

められる．

b． 鉤虫

学童生徒のうち昭和31 年から33 年まで集団駆虫を続

け，その後は駆虫を実施していないものについて学校別

にみると（第6 表），集団駆虫を行なっている間は，各校

とも年度ごとに著明に減少を続け，集団駆虫を中止した

昭和34 年以降は，一時感染率の変動は停滞するかまた

は漸次上昇しているが， 中止後約4 年経過した37 年に

は再び減少の傾向を示している．

c．　蟯虫

蟯虫の集団駆虫を行なった7 小学校の学童についてみ

ると（第7 表），大島，岡田，高倉，渡波の各小学校は感

染率の著るしい低下を認めるが，大河原小学校の低下は

僅少である．したがって集団駆虫前の感染率と，駆虫後

の感染率を平均してみると，　46．0％から30 ．4％に減少

している．

第5 表　学校別回 虫年次別 感染率推移 （年1 ～3 回駆虫）

30 年 度　31 年 度　32 年 度　33 年 度　34 年 度　35 年 度

亘 理 町 荒 浜 小
稲 井 町 稲 井 川ヽ
女 川 町 女川三中
河 北 町　 大 川 中

32．772

．2

白 石 市
宮 城 村
多賀 城町
古 川 市
一
脈島 合町

石 巻 市
築 館 町
南 方 村

越 河 ノjヽ
広 瀬 小
多 賀城／1ヽ
古 川 中　27 ．3

59
46
16

2

4

7

大 迫
蛇 田
築 館
南 方

J

J

J

55 ．860
．925

．439
．847
．115
．3

－
57 ．833

．725
．245
．9

－

（8 ）

38 ．856
．070
．435
．9

－
31 ．836

．941
．411
．6

－
39 ．621

．628
．935
．3

29 ．132
．555
．941
．9

35 ．224
ユ30

．88

．5

37

9

14

36

0

5

9

4

32 ．250

．5

－45

．5
－
24 ．733

．719

．25

．8
－
13 ．315

．68

．625

．6

36 年度
－
18 ．239

．149
．449
．1

－
22 ．328

．314
．25
．9

－
6．612
．56
．219
．0

37年度
－
23 ．928

．036
．742
．8

－
14 ．316

．524
．67
．5

－
11 ．819

．77
．2n
．4



学 校 名

大

宮

船

槻

宮

学校名

大 島 ノJヽ
岡 田 小
馬 込 小
大河 原 小

高 倉 小
渡 波 小
富 野 月ヽ

計

沢

床

岡

木

床

泉

計

中

中

中

中

F ヽ

第6 表　 学童 生徒の鈎虫集団駆虫による感染率低 下と駆 虫中止による感染率

年1 回 集団駆 虫実施

31年度

207
24（11．5）170

42（24 ．5）917

83（　9．0）635

75（11 ．8）277

28（10 ．8）361

30（　8．3）2

，567

282（11 ．0）

32 年 度

117

6（　6．2）132

15（11 ．4）842

37（　4．4）601

60（10 ．0）449

32（　7．1）324

19（　5．9）2

，465

169（6 ．8）

第7 表　蟯虫駆虫前後 の感染 率

前　年　 度

被検者 感染者　 ％

815
412

134
1，6214672

，046259

360　44 ．2181
43 ．974
55 ．2

1 ，0162367n70

5，754　2，648

62 ．750
．538
．427
．0

－
46．0

33 年 度n6

4（2 ．4）142

4（2 ．8）682

16（2 ．4）548

18（3 ．3）312

3（1 ．0）399

7（1 ．8）2

199
’　52（2 ．3）

翌　 年　 度

被 検 者 感染 者　 ％750

200　26 ．7398

n8　29 ．6

172
1，5294791

，921264

70　40 ．2578
37 ．8127
26 ．5

531

54

5，513　1，678

27 ．620
．5

－
30 ．4

総括および考按

宮 城県 における一 般住民および学童生徒の各種腸管内

寄生 虫の侵淫度 は，第2 次大戦直後は著るしく濃厚 とな

り， とくに回虫感染は異常な高率を示し，当時腹廈 密，者

を診療 する場合には一応回虫症を考えねばならぬ程であ

っ た．また鉤虫につい ては東北地方にもい わゆる若菜病

の存 在するこ とが明らかに され（黒川ら，　1949）， 鉤虫保

有者に対する関心も急速に たかまって来 た．し かるに回

虫または鉤虫を撲滅する根本対 策は，糞便内 虫卵 の完全

な殺滅にあるが，当時はき わめて有効 な殺 卵剤 の出現し

てい ない こ とから，保 虫者 の絶滅 をば かり，感染 源 とし

ての糞便内虫卵の撒布 を防ぐこ とにより，寄生 虫の蔓延

防止をは かる ため保卵者に対し て直接集団駆 虫を行なう

ように なっ た．

移川ら（1963）は，宮城県下 のー 農村 の学童に対 して昭

和23 年 より継続し て回 虫集団駆 虫を行 ない ，　98 ．6％の

感染率 を15 ％前後 に 低下 させるのに 約8 年 を要してい

るが，ま た高 仲（1963） は昭和30 年 から回虫，鉤虫につ

いて学童生徒 のみならず， 一般住民にも集団駆虫を継続

34年度
－
90
3（3．3）142

4（2．8）667

14（2．1）489

集　団　駆　 虫35

年度

5（1 ．0）333

11（3 ．3）433

12（2 ．8）2

154
’49（2 ．3）

144
11（7．6）161

7（4．3）814

3（0．4）634

6（0．9）291

9（3．1）393

2（0．5）2

437
’　38（1 ．6）

中　止36

年度

194
13（6 ．7）185

6（3 ．2）906

1（0 ．1）731

26（3 ．6）450

9（5 ．0）359

16（4 ．5）2

825
’　71（2 ．5）

109

37年 度
－
209

3（1．4）161

2（1．2）

841
15（1．8）288

9（0．7）369

0（O ）1

868
’　29（1．6）

して行ない，その感染率を低下させている．

われわれはその後も引続いて集団駆虫を行なっている

が，宮城県における寄生虫の侵淫度を考察してみると，

各種寄生虫の感染率はいずれも昭和33 年頃を最高とし

て逐年低下を続けている．すなわち昭和36 年における

一般住民の総合寄生率を最高感染率と比べてみると，85

．8％から32 ．6％に， 学童生徒では39 ．5％から24 ．4

％に低下している．

一般に集団駆虫により感染率を低下させるには，再感

染の有無と薬剤効果が関係し，再感染には虫種の排卵数

抵抗力および衛生管理などが問題であリ，また薬剤効果

については耐薬性，投与時期，投与回数などが問題であ

る．

われわれの成績によって回虫と鉤虫の感染率の低下状

況を比較してみると，回虫の感染率の低下速度は鉤虫の

それに比較して速度の遅いことが認められ，数年間集団

駆虫を継続して行なった昭和36 年の回虫感染率は，一

般住民では21 ．8％，学童生徒では17 ．4％の低下に止ま

っている．しかるに鉤虫では，一般住民の感染率は昭和36

年には6 ．4％に，学童生徒のそれは0 ．7％に低下し，

回虫の感染率より低値である．小宮（1962）は60～70％

の保卵率をもっ回虫の月間再感染速度は5 ～8 ％で，期

間が6 ヵ月間になると30～50％の再感染率を認め，高

仲（1963）に鉤虫の集団駆虫を行なったものについての再

感染率は，1 年後には26 ．4％であると報告している．

一般に回虫の1 口の排卵数は鉤虫のそれに比べて異常

に多いことや，回虫卵は寒冷などに対する抵抗性が強い

のに反して，鉤虫は冬期間には寒冷により死滅して再感

染がみられないので（鈴木，　1958）衛生管理の効果もみら

れやすい．しかも学童では一般住民に比べて回虫も鉤虫

（9 ）
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も著しく 低値であ るが，これは学童生徒におい ては予防

的 な面や駆 虫の際 の管理 が比較的 容易に行なわれる ため

と考えられる．

小宮（1962　a）は回 虫再感染 につい て，　30％以下の保卵

率 に なれば，そ の再感染 率は急 激に低下する と述べてい

る．　し かるに， われわれの成 績からみる と，一般住民に

おけ る年 次別感染 率は，　21．8％の低率になっ たが，再感

染 は未だに多い ので，さらに集団駆虫を今後 も継続し な

け ればならない と考えられる．しかし学童生徒 につい て

は， 鉤虫の集団駆 虫を続け，約2 ％まで低下し た後 には

駆 虫を中止し ても，感染率はわずかに上昇し た後に再 び

低下し て絶 滅に近 ずくもの と考えられる． なお，回 虫の

集団駆 虫を年3 回実施した学童では，約6 ％に低下し，

感染 率は上下し ながら低率を維持しているが集団駆 虫を

中止すると，再感 染率が高いので，駆 虫し ても残留し た

回 虫や ，不十 分な検査のために見逃されている ものお よ

び一般 住民からの影響で，再び感染率が上昇す る危険性

がある と考えられる．

薬剤効果における耐薬性 につい て， 小宮 ら（1955　a，1955

b，　1956） は集団駆 虫にお ける サントニン耐性 の存

在 を報告しているが， 鉤虫の集団駆 虫で は，藤沢（1958 ）

によれば，テト レンの耐薬性 は認 められていない．われ

われの長期にわ たる集団駆 虫で は， 回虫症には主 として

サ ント ニン剤を使用し てい るので， その効果は漸次耐 性

の ために減 少し，感染 率の低下速度は遅くなる と考えら

れ るが，こ れに反し て鉤虫にはそのよ うなこ とが ない た

め ，感 染率は早く低下する もの と考えら れる．

投与時 期および回数については，各 虫種 にはそ れぞ れ

感染の多 い時期が報告 されている．す なわち回虫では湯

田（1959 ）によれば，3 月 から5 月 にかけて上昇し ，7 月

に下降し たのち11 月 に再び 上昇 すると述べ， 年3 回駆

虫 はこ の時期にし たがっ て実施すれば極めて有効である

が，年1 回行なう一般 住民の回虫感染率は当然低いこ と

が考 えら れる． さらに鉤虫の 感染時期に ついては 鈴木

（1959）は，6 月 を除く4 月 から8 月の期間に多 く，冬期

に は全 く感染し ない と述 べているが，われわれの鉤 虫集1

団駆 虫は10 月 から3 月 の 期間に実施して いるこ とも，

再 感 染を少なくし て感 染率の低下速度を早めている理由

と考 えら れる． また年 間における駆虫回数 との関係 をみ

る と，学 童で年2 回以 上駆虫を実施している ものの感染

率 は，回 数の多い 順に速 やかに低率になっ ている．し か

も1 回駆 虫群で は感染 率の高低の輻が大きく動揺しなが

ら 低下し，2 回駆 虫群 では10 ％台に なったも のは やや

動 揺し，3 回駆 虫群で は6 ％前後になっ てから少ない幅

で上下し，同率を保ってい るのが認 められた．

鞭 虫集団 駆虫は最近になっ て実施 され るようになっ た

ものであるが，集団駆虫実施以前 の年 次別感染率はやや

減少傾向 があるとしても，ほ とんど同一 の感染率 を保持

し ている．　しかるに集団駆虫を行なっ たもので は，翌 年

度の感 染率は2 ．7％の低下 を示すに止ま り，し かも1 日

の排卵数が僅少なので（江 口，　1960），再感染 も回 虫程で

はないこ とから，むしろ検査法につい て再吟 味されなけ

ればならない．

蟯虫の集団駆虫については，集団駆 虫を行 なっ た翌年

度の感染率はやや低下してい るが高感 染率 を示 す学校の

感染率の低下は僅少であ り， また最近 の蟯虫駆 除剤の効

果は確実であるこ とから（小宮ら，　1962　b），再感染率が

非常に高いこ とが考え られ（松田 ，　1959　；　小川，　1959），

蟯虫集団駆 虫ではこ の再感 染の問題 を除外しては確実な

効果は全く望 まれ ない．ま た年 次別感 染率は全体として

低下してい るように 見えるが， 実際に検肛によっ た検出

例 は34 年頃 まで は皆無 であ り，35 年 度から 一部の学童

に対し てのみ 実施し てい ることを考慮 にいれねばならなV

．ヽ

結 語

われわれは宮城県における一般住民および学童生徒を

対象として，昭和30 年以降の腸管内寄生虫分布 につい

て調査し，さらに感染率を低下させ，その侵淫を根絶す

る目的をもって，寄生虫卵保有者に対して毎年継続して

集団駆虫を施行し，次の結論を得た．

1． 宮城県における一般住民および学童生徒の湯管内

寄生虫の年次別感染率は逐年低下し，一般住民の昭和36

年における各種寄生虫の総合寄生率は30 年の85 ．8％か

ら32．6％に，学童生徒では32 年の46 ．1　％から24 ．4％

に低下した．

2． 回虫集団駆虫を毎年継続した一般住民の年次別感

染率は昭和36 年においては，30年の52 ．5％から21 ．8

％に，学童生徒では32 年の36．5　％から17 ．4％に低下

した．

3． 鉤虫集団駆虫を毎年継続した一般住民の年次別感

染率は昭和36 年においては30 年の60 ％から6 ．4％に，

学童生徒では30 年の5．0％から0 ．7％に低下した．ま

た昭和33 年まで毎年継続して鉤虫集団駆虫を行ない，34

年以降中止した学童生徒の感染率は，　2．3％になって中

止したところ，やや上昇した後に低下の傾向を示し，低

感染率を維持している．

4． 鞭虫集団駆虫を行なうと，翌年度の感染率は9．2

（10 ）



％ から5 ．9％にや や低下を認めた．

5． 蟯 虫集団駆 虫を行 なうと，翌年度の感染率は46

％ から30 ％に低下するのを認めた．
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DISTRIBUTION　OF　PARASITE　IN　MIYAGI　PREFECTURE，　WITH　SPECIALREFERENCE　TO

　EFFECTS　OF　MASS　TREATMENT　ON　INFECTIONRATE

　OF　ASCAf？／S　AND　HOOKWORM

SHOICH ¶YAMAGATA ，　Mikio　TAKANAKA ，　Akira　YAEGASHI 。

Shizumoto 　WATANABE ，　Takeomi　ABE

（A＆ぷcal　Depart。lent　of乃’ゼ：　S．　Yamagata ，　Tohり谿 防zんa畄ぴ ふhool 　of　Aleぶd ，副

＆　TADASHt　KANNO

（八垳 αが ＆a 冫ぴ μ Γ　the乃－evention　of　Parasites，　Sendai）

The　distribution　of　intestinal　parasites　has　been　investigated　in　Miyagi　Pref．　since　1955and　mass　treatment　has

continuously　been　performed　on　carriers　of　Ascaris　and　Ancylostoma　eggs．The

following　conclusions　were　obtained．

1．　The　annual　infection　rate　has　gradually　decreased．　Total　infection　rate　of　eachparasite　in　1961　showed　32

．6％　in　general　inhabitants，　decreasing　from　85．8％　in　1955　；　24．4　％in

school　pupils，　decreasing　from　41．6％　in　1957．

2．　The　infection　rate　of　genera囗nhabitants，　who　had　mass　treatment　for　Ascariasis　everyyear

，　showed　the　decrease　from　52．5％　to　21．8％　in　1961．　That　of　school　pupils　showed　the

・decrease　from　36．5％　to　7．4％　in　1957．

3．　The　inefction　rate　of　genera凵nhabitants　who　had　mass　treatment　for　Ancylosotmiasisevery　year

，　showed　the　decrease　from　60　％　in　1955　to　6．4　％　in　1961．　That　of　school　pupilsshowed　the　decrease　from　5

．0％　in　1955　to　0．7％　in　1961．

4．　Mass　treatment　for　whipworm　and　pinworm　brings　slight　decrease　in　infection　rate　inthe　following　year

。

（n ）




